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研究成果の概要（和文）：白水は沖縄系文化的架橋者のストラテジーを分析することにより、彼らが日系等他エスニッ
ク集団を準拠集団として文化的表象を構成していることを見出した。中野は中国系とフィリピン系の民族祭が彼らの文
化創生に資していることを明らかにした。李は戦前から戦後にかけてコリア系移民の舞踊活動の変化を歴史的に明らか
にした。城田はハワイ、沖縄、福岡における障がい児・者のための芸術療法の現場にて参与観察を実施し、各地域での
特徴点と共通点および民族芸術療法の可能性と課題の検討を行った。野入はアメラジアンと帰米2世のナラティブ分析
を通じて、ハワイの“ローカル”の構築とディアスポラとの相互行為との関連を検討した。

研究成果の概要（英文）：Shiramizu examined the strategies of the Okinawan bridge-builders. He found that t
hey made the other ethnic groups the reference group, thereby, they have constructed their cultural repres
entations. Nakano examined the process of establishment and development of the Chinese and Filipino ethnic
 festivals, and found that these festivals play a significant role in the creation of new ethnic cultures.
 Lee conducted historical research on Korean dance in Hawaii, and examined the ways in which their cultura
l representation has been shaped and reshaped over the years of pre-war and post-war era. Shirota conducte
d fieldworks on dance and music therapy for children and people with autistic spectrum disorder in Hawaii,
 Okinawa, and Fukuoka. She compared strategies of each area and common point. Noiri conducted life-history
 interview research for Amerasinan and Kibei-nisei in Hawaii. She examined constructed Okinawan identity i
n Hawaii Locals and its reflection on identity of diaspora.
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１．研究開始当初の背景 

(1)白水：これまで行ってきた研究によって、
多文化社会ハワイには各エスニック集団が
それぞれ代表的な同胞組織やメディアを構
えており、同胞組織のなかの活動的な個人や
メディアが他エスニック集団や主流社会と
の交渉を受け持っていることがわかった。そ
こでそれらの個人やメディアを文化的架橋
者と名付け、かれらの役割、とくに他集団や
主流社会との交流・交渉の過程でどのように
排除と包摂を行っているかを明らかにする
こととした。 

 

(2)中野：中国系とフィリピン系の文化変容の
実態を調査する中で、民族祭を通じて展開す
る民族間関係と文化交流が重要な意味を有
していることが明らかになってきた。その実
証を進めるため、民族祭の成立発展過程を詳
細に分析し、そこで行なわれる民族間交渉の
変遷を跡付けることで、多文化社会における
新たな民族文化の創出過程を解明すること
とした。 

 

(3)李：「多文化社会ハワイの排除と包摂をめ
ぐる論理」の言説分析や歴史性に関する研究
蓄積は多数あるものの、個別事例に即しなが
らその歴史的変遷を実証的に解明した研究
は少ない。本研究はコリア系の文化表象とそ
の変化を明らかにすることによって、ハワイ
の多文化社会をめぐる歴史的連続性と非連
続性を明らかにする。 
 

(4)城田：これまでの研究をとおして、ハワイ

の先住民系や移民の音楽や舞踊、沖縄のエイ

サーなどが、自閉症児・者や発達障がい児・

者などのための芸術療法（ミュージック・セ

ラピー、ダンス・セラピー）として、どのよ

うに活用されているのかを明らかにする必要

を感じた。 

 

(5)野入：先行研究にてらせば、従来はハワイ
のオキナワンは一枚岩的に捉えられること
が多かった。そのため、かれらの重層的なア
イデンティティと相互関係を明らかにする
必要を感じた。 

 

２．研究の目的 

(1)白水：「ハワイ社会の排除と包摂をめぐる
文化的架橋者の志向と活動の実態の解明」と
いう研究課題のもと、多文化社会ハワイを構
成するエスニック集団のなかでも近年その
プレゼンスの大きさが注目される沖縄系に
しぼり、その文化的架橋者の志向と活動の実
態の解明を目的とする。 

 

(2)中野：中国系民族祭の水仙祭に焦点を置き、
そこで実施されるパフォーマンス等の分析
を行なう。そして民族祭を通じ、フィリピン
系など他民族との交渉や交流がどのように

行なわれてきたかを明らかにする。またその
交流の過程で、いかなる形で文化アイテムの
取捨選択が行なわれ、中国系の新たな民族文
化が創出、表象されるにいたったかを解明す
る。 

 

(3)李：「民族にこだわることと多民族にこだ
わること：コリア系の文化創生と民族間関係」
という研究課題のもと、戦前と戦後のコリア
系の舞踊活動に注目し、彼（女）らの文化表
象とアイデンティティの変化が、ハワイ社会
の民族間関係や多文化をめぐる言論といか
に関連し、それが歴史的に変化してきたのか
を解明する。 
 
(4)城田：「ハワイと沖縄の芸術療法にみる多
文化共生」という研究課題のもとハワイと沖
縄（日本）における障がい者、先住民、移民
たちの多様な文化実践と多文化共生の実態
と課題について明らかにし、自閉症児・者た
ちが、どのように排除され、包摂されてきて
いるのかを検討する。そして、パフォーマン
スのもつ地域性と普遍性について考察する。 
 
(5)野入：「ハワイにおけるアメラジアンと帰
米 2世のナラティブ分析―越境、ハワイの“ロ
ーカル”コミュニティへの入り込みを中心に」
という研究課題のもと、「移民―プランテー
ション―階層上昇」というハワイ“ローカル”
のオキナワンが表象してきた典型的なスト
ーリーとは位相の異なる越境とハワイ社会
への入り込みを実践してきたアメラジアン
と帰米 2世について、彼らのナラティブの収
集と分析を通して、ハワイにおける“ローカ
ル”の生成と「ディアスポラ」との関係を明
らかにする。  
 

３．研究の方法 

(1)白水：基本的にフィールドワーク法による。
なかでも民族祭などのエスニック・イベント
における参与観察とインタビュー。これは実
際にボランティアで働きながらラポールを
形成し、極力非指示的な方法でインタビュー
をする。ほかには文化的架橋者との対面的イ
ンタビュー。この場合は半構造化質問紙を用
いる。 

 

(2)中野：水仙祭については参与観察を行ない、
主催者である中華総商会の関係者にインタ
ビューを実施する。1950 年から現在に至る
水仙祭の発展過程を検討するため、各時代の
中国語一次資料を収集し分析を行なう。フィ
リピン系の事例についてもフィールドワー
クを重視し、フィリピン系コミュニティのリ
ーダー層へのインタビュー等を実施する。 

 

(3)李：まず戦前に舞踊活動に関わった文化的
架橋者の家族にインタビュー調査を行いな
がら、史資料を収集し、コリア系の舞踊活動
に関する歴史的側面を明らかにする。次に、



戦後に舞踊活動に関わった関係者へのイン
タビュー調査を実施しながら、関連資料を収
集し、戦前から戦後の変化を明らかにする。 
 
(4)城田：ハワイ、沖縄、福岡における自閉症
児・者たちのための芸術療法の現場にてフィ
ールドワークを実施し、療育・教育関係者た
ちへインタビュー調査を行う。療育施設等が
発行する文献資料なども調査する。 
 
(5)野入：ハワイのオアフ島とマウイ島におい
てアメラジアンと帰米 2世のライフヒストリ
ーのインタビュー調査を行う。また、世界の
ウチナーンチュ大会参加者を対象とするア
ンケート調査によって、ハワイ“ローカル”
のオキナワンのアイデンティティ構造を把
握する。 
 
４．研究成果 
(1)白水は平成 23年度から 25年度までを通し
て、文化的架橋者の志向と活動の実態の解明
を目指した。主として注目したのは沖縄系リ
ーダーである。白水が沖縄系文化的架橋者の
研究から析出した概念はエスニック文化主
義（ethno-culturalism）である。 
沖縄系の文化的架橋者はウチナー文化主

義を同胞集団のメンバーに広めるべく有形
の文化装置として豪壮なハワイオキナワセ
ンターを建設し、無形の文化装置としてオキ
ナワン・フェスティバルを創出。盛大なイベ
ントをハワイの年中行事化した（すでに 30
回余り開催）。特に、ハワイ最大の民族祭と
いわれるほど巨大化したオキナワン・フェス
ティバルは典型的な「創造された伝統」とし
て機能し、ウチナー文化主義普及活動のなか
でもフラッグシップの役割を果たしてきた。
こうした活動が効を奏し、 90 年代以降
Okinawan というラベルがエスニック集団と
して沖縄系の集団内外に認知されるように
なった。 
沖縄系文化的架橋者の言動を分析すると、

意識的無意識的に、かれらの準拠集団となっ
ているのは日系社会であり、ハワイ系を中核
とするタテマエとしてのハワイ主流社会で
ある。日系社会は準拠集団でもいわば反面教
師としての存在であるといえる。 
日系文化との差異化をはかることに敏感

なかれらであるが、ハワイ文化との親和性は
強調する傾向にある。中野が研究した中国系
集団などの例からもわかるように、大社会と
の親和性の高さをアピールしながら自らの
居場所を探していくのがエスニック・マイノ
リティの一般的な戦略であるが、沖縄系文化
的架橋者はハワイ文化が大社会を代表する
文化であるとしておくほうが都合がよいと
判断したということであろう。そして少なく
とも PC もしくはタテマエ上からもそのこと
に誰も異論をさしはさむことはできないの
である。 
沖縄系文化的架橋者はフィリピン系団体

やコリア系、中国系団体と交流をはかろうと
する傾向にある。日系団体を介することなく
直接他エスニック団体と交流交渉にあたる
こと自体が確固たるエスニック集団として
の自信のあらわれとみることもできる。 
以上のように、沖縄系文化的架橋者の戦

略・戦術（排除と包摂）を分析することによ
り、他エスニック集団の文化的架橋者の戦
略・戦術を分析する際のヒントや手がかりを
得ることができるということを見出した。 
 

(2)中野は平成 23年から 25年を通して中国系
民族祭の発展過程を集団内のパワーポリテ
ィクス、他集団や主流社会との交流交渉を詳
細に検討した。民族祭である水仙祭の成立は、
第二次世界大戦直後にハワイにおいて中国
系が置かれていた社会的状況が直接かかわ
っている。すなわち自文化継承のために、中
華総商会が主導してエスニック・コミュニテ
ィを纏めあげ、発展させたエスニック文化運
動が、水仙祭に結実したことが明らかになっ
た。 

具体的には、1940 年代後半における中国
語学校の再開を巡る裁判闘争、そしてそれを
契機とする中国系文化の継承運動が基盤と
なり、先駆的に独自の民族祭が成立したので
あった。しかし水仙祭は、多文化社会で成立
した民族祭であるがゆえに、実際には主流社
会やフィリピン系など他民族との文化的交
渉が生じるようになった。そのために、元来
は自文化継承の目的で成立した民族祭が、外
部に「開かれた」性質を帯びるようになった。 
その結果、水仙祭は他民族との交流や交渉

の場としても機能するようになった。パフォ
ーマンス等で表象される文化アイテムも多
様化し、他民族文化からの借用あるいは混淆
という過程を経て、中国系文化の再解釈ある
いは再創造が試みられるようになった。そし
て水仙祭を通じたこうした変化は、戦後の中
国系のエスニック文化やエスニシティの変
容と密接に関連していることが明らかにな
った。さらにフィリピン系など、他集団の民
族祭の成立発展過程を調査し、比較を行なう
ことで、ハワイにおいては民族祭が新たな民
族文化の創出のために重要な役割を果たし
ていることが解明された。 

(3)李は、平成 23 年度は、戦前のコリア系の
舞踊活動についての史料収集をハワイで行
った。この調査で戦前のコリア系の文化活動
全般が明らかとなり、戦前においてコリア系
がどのようなアイデンティティを形成して
いたのか検討した。研究成果はハワイ研究会
で報告した。 
平成 24 年度は、戦前のコリア系の舞踊活

動についてインタビュー調査を行い、文化的
架橋者の意識を明らかにしながら、戦後の舞
踊活動についての資料収集を始め、戦前から
戦後への変化を検討した。研究成果はマイノ
リティ研究会で報告した。 
平成 25 年度は、戦後の舞踊活動について



資料収集とインタビュー調査を行い、コリア
系の文化表象と文化創造の過程を分析した。
また国際学会（Asian American Studies）に
も参加し、研究成果を報告するとともに、ハ
ワイの多文化社会をめぐる最新の研究デー
タを入手した。研究成果については、平成 26
年度中も継続して発表する。アメリカ学会お
よび移民学会で研究報告を行う他、年度内に
研究成果を出版する。 

 

(4)城田は、平成 23年度は、8月 29日〜9月

9 日のオアフ島調査では、ハワイ大学マノア

校の日系と沖縄系・先住民系人類学者達や、

フラの指導者達へハワイの芸術療法に関す

るインタビュー等を実施した。10 月 13 日〜

10月 17日の沖縄調査では、「第 5回世界の

ウチナーンチュ大会」や「世界エイサー大会

2011」を調べ、東日本大震災の慰霊・復興支

援のエイサーを調べ、ハワイ沖縄連合会元会

長とマウイ沖縄県人会元会長等へマウイ島

の自閉症児教育などについての聞き取りを

実施した。 

 平成24年度は、9月6日〜9月10日の沖縄調査

ではエイサーの現代的展開等の調査、2月5日

〜2月12日のオアフ島調査では、ハワイ大学

沖縄研究所長、ウクレレ奏者・指導者、フラ

実践者、   祭り  ハワイ支部のメンバ

ー、自閉症児をもつ家族等に、ハワイの芸術

療法等に関するインタビュー調査を実施した。 

 平成25年度は、7月にマウイ島でフィールド

ワークを実施し、沖縄系のファミリー・リユ

ニオンや沖縄系信徒が多いマウイ臨済禅花園

妙心寺におけるボン・ダンスの練習への参与

観察等を行った。マウイ島の公立小学校校長

や、自閉症児・発達しょうがい児支援に関与

するキーパーソンたちにインタビューも行な

った。 

 以上の結果、ハワイの島別、エスニック集

団別、ハワイ全体等における自閉症児等支援

の状況と芸術療法に関する具体例と実態、課

題等を把握し、沖縄や日本の事例と比較し、

民族芸能の地域性と普遍性について考察した。 

 
(5)野入は、平成 23 年度は白水繁彦編『多文
化社会ハワイのリアリティー：民族間交渉と
文化創生』御茶の水書房に「ディアスポラと”

ローカル”―ハワイにおける帰米とアメラジ
アンの事例から」を上梓し、これまでの研究
成果をまとめた。また、沖縄県が主催した「世
界のウチナーンチュ大会」で参加者を対象と
するアンケート調査を行った。 

 平成 24 年度は 7 月に行われた日本移民学
会の年次大会で「世界のウチナーンチュ大会」
参加者アンケート調査で得られた知見を報
告した。また、ハワイの帰米 2世のライフヒ
ストリーの要旨を日英二言語で冊子にまと
め、ハワイで対象者とその家族、協力団体に
無料で配布し、調査結果のフィードバックを

行った。 
 平成 25 年度には、沖縄ディアスポラに関
する報告を、日本移民学会のシンポジウムに
おいて行った。また、アルゼンチンのラプラ
ータ大学で開催された国際学会において、海
外の沖縄アイデンティティの構築について
の報告を行った。  
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